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呼 吸 器 感 染 症 に お け るpazufloxacinの 臨 床 的 検 討

岳中耐夫 ・志摩 清

熊本市立熊本市民病院内科*

新規ニューキノロン系経口用合成抗菌薬pazunoxacin(PZFX)の 呼吸器感染症 に対する臨床効

果 は5例 中著効3例,や や有効1例,無 効1例 であった。起炎菌2株 のうち1株 は除菌 された

が,1株 は存続であった。副作用は認められなかったが,臨 床検査値異常 として1例 に好酸球

増多が認められた。以上よ り,本 剤は呼吸器感染症 に対 して有用性のある薬剤であることが示

唆 された。
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Pazunoxacin(PZFX)は 富 山化 学工業株式 会社が,Nali-

dixicacidが マウス脳室内投与 で痙攣発作死 を示 さない

こと等に着 目して開発 した,7位 に抗菌活性に優れた1-

ア ミノシクロプロピル基 を有する新 しい経口用合成抗菌

薬である1)。

本剤は広域 の抗菌スペ ク トルを有 し,選 択毒性 に優

れ,中 枢神経系 に対す る作用が弱い とい う特長 を有す

る。 また他のニューキノロン薬 に比べて半減期が短いに

もかかわ らず高い血 中濃度が得 られる21。

今回,著 者 らはこの ような基礎的評価をふまえ本剤の

呼吸器感染症 に対する臨床 的検討を行った。

対象は平成4年11月 ～平成5年3月 までの問に当院

を受診 し,治 験参加の同意の得 られた5例 である。検討

した症例の概要をTable1お よび2に 示す。

性別は男性4例,女 性1例 で年齢 は24歳 ～69歳(平

均51.4歳)で あった。対象疾患 としては気管支拡張症1

例,肺 炎2例,肺 気腫の感染1例,急 性気管支炎1例 で

あ り,そ の感染症重症度は気管支拡張症の1例 と肺気腫

の感染の1例 が中等症であ り,他 の3例 は,軽 症であっ

た。これらの症例 に対 し,1回100mgを1日3回 または

200mgを1日2～3回 とし,7～14日 間投与 した。総投

与量は2800mg～8400mgで あった。

効果判定は臨床症状 末梢 白血球数,血 液像CRP,血

沈,胸 部X線 所見,菌 の消長,喀 痰量 とその性状などに

より著効(Excellent),有 効(Good),や や有効(Fair),無 効

(Poor)の4段 階 お よび判定不能(Unknown)の いずれか

に判定 した。

なお本剤投与中に本剤 との因果関係が否定で きない副

作用(ア レルギー症状,消 化器症状,中 枢神経症状など)

の出現がないか否か調査するとともに,本 剤投与前後に

臨床検査 を施行 して臨床検査値異常の出現 の有無をみ

た。

臨床効果は肺炎の2例 と急性気管支炎の1例 で著効,

肺気腫の感染の1例 はやや有効,気 管支拡張症の1例 で

は無効であった。

細菌学的効果 につ いてみ ると,1例 か ら分離 された

Haemoophilus influenzaeは 除菌 されたが,他 の1例 から分

離 されたPsendomnas aemginoaは 不変であった。

Table 1. Clinical summary of pazufloxacin

NF: normal flora 
NT: not tested
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Table 2. Laboratory findings before and after pazufloxacin treatment

NT: not tested

副作用は全例に認められなかった。臨床検査値異常 と

しては1例 に軽度の好酸球増多が認め られたが,臨 床上

問題となるものではな く,こ の症例 は臨床症状の改善,

CRPの 正常化 を認め著効であった。

呼吸器感染症5例 について本剤 の臨床効果,安 全性 に

ついて検討 した ところ,臨 床効果 では著効3例 であ っ

た。臨床検査値異常が1例 に認められたが,軽 度であ り

臨床上問題 となる ものではなかった。

以上 より本剤は呼吸器感染症に対 して効果の期待で き

る安全な薬剤であると考えられる。
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In a clinical study of the effects of pazufloxacin (PZFX), a new oral quinolone synthetic antimicrobial 

drug, in 5 patients with respiratory infectious diseases, the drug was markedly effective in 3, slightly 

effective in one and ineffective in one. Although one of the 2 strains of pyogenic bacteria was eradicated, 

eosinophilia was observed in one patient as an abnormal clinical laboratory test finding. These results 

suggest that PZFX is useful for respiratory infectious diseases.


